
＃新型コロナウイルス感染症を予防しましょう

パーキンソン病の患者さんは高齢化に伴い増加傾向にあり、現在日本では15万人以上と言われ
ています。50～60歳代で発症し、70歳以上では100人に1人くらいと多くみられます。

脳の中心部、脳幹部にある中脳の『黒質（こくしつ）』という部分の神経細胞が変性する病
気です。黒質で作られる神経伝達物質の『ドパミン』が減少し、神経の伝達に障害が生じ、
手足の動きが悪くなったり、振るえたりする症状があらわれます。
ですが、なぜ黒質の神経細胞が減少してしまうのか、まだ原因は分かっていません。

パーキンソン病の症状は「運動症状」と「非運動症状」の２つに分けられます。

安静時に手や足などが振るえる（振戦）
筋肉がこわばり、体がスムーズに動かなくな
る（筋固縮）
動作の開始が遅く、動きがゆっくりで
小さくなる（無動）
体のバランスが取りにくく、転倒し
やすくなる（姿勢反射障害）　など

便秘、排尿障害、立ちくらみなどの
自律神経症状
うつ状態、不安などの精神症状
入眠障害、むずむず脚症候群、レム睡眠行
動異常症などの睡眠障害
嗅覚障害、筋肉痛などの感覚障害
注意力低下、意欲低下などの認知障害　など

パーキンソン病の治療は大きく4つあります。①薬物療法、②手術療法、
③遺伝子治療や再生治療、④リハビリテーションです。
パーキンソン病は、1人1人にあった治療があります。パーキンソン病を
受け入れ、適切な治療を行いながら、前向きな気持ちでいることで、天寿
を全う出来る病気です。パーキンソン病を恐れず、何か気になる症状が
ある場合には早めに医療機関を受診しましょう。
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動画ではさらに詳しく解説！　QRコードから『みんなの健康塾ちゃんねる』へアクセスしてね！



作り方

材料

秋に美味しい食材で

骨力アップレシピ

秋に美味しい食材で

骨力アップレシピ


